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浜田 様 (京大 ･斑)
マカクの付格発適は.ヒトの発迅様式の光化を
考えるうえで.3E要な研死用材のひとつであり.
いくつかの視点 (例えは.冊化小心の出現や付%I
癒合の時期 ･ql序)で研究されてきた｡手根付に
関しては.山現を除くとその後の形憤変化は詐し
く分析されていない｡その理由は手根付がごく小
さく.その形懐を Jr形J,と J'大きさNに分けて定
見的に記述する方法として.プラニメーターによ
る両抗測定といったものしか適用されていないこ
とによると思われる｡
本研究では,月状骨と有頭骨に若目し,これらの
Ⅹ線写真像の輪郭をフーリエ分析に基づいて微
と 〝大きさ〝に分けて記述する方法を開発した｡
それは以下の6つの手順による (Ⅹ線写真はすで
に損彫されている)｡①Ⅹ緑写真上の像を5倍に
拡大投映し.輪郭をトレースする｡㊥輪郭の幾何
学的重心を決定し.それか中心とする極座標系を
設定する｡◎輪郭上の多数の点の位田を求める｡
④これらの座標肌より.収小二乗法でフーリエ級
数を計許する｡◎抜放tり J'形因子,とJ'大きさ,
の値を求めるO◎形田子を組合する J'形桁数J,杏
求める｡
データの迅速かつ正確な収災.および計罪のた
めに.形態基礎部門に設田されているDigitizer
とコンピューターを使用し.それぞれの放作方法
を開発した｡
瓜彫と併わせて計測した休3Itと1]TJ胴Jl.手根付
の形闇.それぞれの発述様式を比較した｡手根骨
の形は出生後.急速に発達し2.5-3才で完成す
る｡一方.手根付の大きさは5-6年を要す｡休
訳と前胴長の完成はさらに遅れる｡手根骨の形の
完成W]が.手根骨の大きさ,体重.前胴長という
レベルを異にする身体サイズg)成長のスパート開
始と同時であることが示唆され.興味深い｡
今後の研究で詳細な発達様式の比較分析 (骨端
癒合も含めて)を行ないたい｡
-51-
